
令和 6 年 6 月 14 日発行 

京都府丹後保健所 保健課 

（丹後地域包括ｹｱ推進ﾈｯﾄ） 

 

１ 丹後地域オレンジロードつなげ隊圏域連絡会（第 1回）について 

去る 6月 3日(月)に、集合形式で大宮ふれあい工房にて研修会を開催しました。 

京都府立医科大学大学院 医学研究科 精神機能病態学 公認心理師・臨床心理士の藤田
ふ じ た

 雄
ゆ う

氏より「認知

症の人の気持ちを想像して、接し方をみんなで考えよう」というテーマで講演及びグループワークを実施し

ました。 

前半は、パワーポイントを使い、高齢者の状況やそれに加えて認知症になった時の気持ちなどを説明、家

族や支援者の対応・言葉掛けの仕方により孤独やイライラが軽減されたり、気持ちを理解しようとすること

が本人にとっての安心につながることを説明された。 

その手法として、「オウム返し」「聞き返し」の仕方を実際の場面に応じて説明、本人がどのような状況に

あるのかを傾聴して理解することが大切と伝えられた。 

グループワークでは、福祉施設等で認知症の方の支援に携わっている人とそうでない人、認知症の程度に

よるグループ分けを行い、３～４人に分かれて実施しました。 

グループ内で、一人ずつ一番困っている事を順番に話し、「オウム返し」「聞き返し」を意識して聞くこと

を実践してもらいました。 

「アドバイス」は「ダメ出し」にように聞こえることもあるため、「オウム返し」や「聞き返し」技法を用

いるようにすることを改めて説明された。 

その他、参加申し込みの際に事前に書かれた質問に答えたり、フロアから実践されている手法などを聞

き、共有しました。参加者から、難聴の人への対応について質問があり、講師はホワイトボードを用意した

り、他の参加者からはスマートフォンの翻訳ツールを活用しているなどの意見が出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了後アンケートの結果は、以下の通りでした。 

半数近くが高齢者福祉施設の方で、その他、医療機関、社協、カフェスタッフ等で、ほとんどの方が認知

症の方の支援に 5 年以上の経験がありました。 

8 割以上の方が講演内容に満足されており、20年ほど臨床経験のある講師の実体験に基づいた講話で説

得力があったと感想がありました。 

また、目の前の人の反応を見て傾聴し、心理的技法を用いて対応することの大切さが、改めて参考になっ

たとの感想も多く聞かれました。 

グループワークでは、困難事例を抱えている方が多く、短時間では十分に傾聴できないこともあったよう

ですが、講演と実践がセットとなった研修会で、深く学ぶことが出来たと好評でした。 

また、集合研修ならではの、他事業所の方と話が出来たことに満足されている方が多くおられました。 

おうちに帰り

たいのかな？ 


